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最上トラフ平坦部における深海動物群集

－「しんかい2000」第247回潜航調査－

山洞 仁＊l

1詬石年９月24日に，最上トラフ平坦部の水深785m の海底において，深海鋤物群

集と爾境を明らかにする目的で，潜水喟査船「しんかい2000」による潜航調査を実

施した。得られた結果は次のとおりである。

Ⅲ 海底はライトブラウンの軟滬に厚く覆われ，（含砂串2,9％｡ 強熱減量8.6％），

動物の作-iた大小の穴や遑い跡が数多く見られた。

12｝ 底層水の栄優壗钁度lj著しく高い。

13】 水温は0.28～0.35℃，塩分は34.08～34.19‰で，日本海固有冷水の特徴を示

す。

C41 航走中に出現した動物は，魚類５種，甲殼頡４膸を含む25種で，ナマコ類。ク

モヒ｝デ類は出現Ｌない特徴がある。

｛5S この深海郡集の頤占種ノロゲングの分布密度は1621 体／1（10 ㎡で，次いでフ

寸トゲ＝チリンとトデ，゛`サミモヱピが<83.7:個体／1000㎡｡64.8 個体sim ㎡と

多いが。有用槽ベニズワイガエは2.7圖陬／1000㎡と低い。

An  Ecological Survey of Deep-sea Animal Community

on  the Muddy  Flat Bottom  of the Mogaini Trough,

-  Report on Dive 247 of the "SHINKAl  2000"  -

Hitoshi SAN  DO*2

The  sujvey was carried out by Dive 247 of the deep-sea research submers*

ibJe "SHJNKAI  2000"  on the muddy  flai bottom of the Mogami  Trough at a

depth of 785m  on September  24,1986. The results obtained are as follows.

(1) Many  holes and (racks made  by  benthos were observed on the bottom

which  was covered with light brown,  soft sediments (sand = 2.9%, IL =

8.6%).

(2) Tie  nutrients in the bottom  water were very rich.

(3) A  water temperature of 0.2S-0.35°C and a salinity of 34.08-34.19  $o.

showing  the characteristics of cold water indigenous to the Sea of Japan,

were  observed on the bottom  with STD  of the "SUINKAI  2000".

(4) 25  species of  benthic organisms, including 5 species of  pisces and  4

species of crustacea, occurred during the observations. No  Mofothrioedea

and OpJiiuroidea weie seen.

(5) "Die population density of the dominant  species, A/lolepfs hollandi, ^s

estimated at  162  mdividu<ils/1000m?. but  the  most  useful animal,

Chionoccctes japonic us, was obseived not so frequently (2 7 Inds/fOOm2).

零１　　山 形県 水産課

＊2　　Fisheries Division, Yamagata Prcfcctural  Government
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１． はじめに

日 本海の深海域における嚇物相は莫 の深海動物

を ほとんど欠 く特異な性格を もｰ･ ており ，質的に

も量的に も貧弱な二次的深海動物罸豊から成り立 っ

て いる(Nishimura,  1965  ― 69 ;西 村，197jl）。

現在 ，日本海 の深海動物資源と して利用 されてい

るものには，ベニズワイガニ，ホッコクアカエビ，

ト ゲザコエピなどの甲殻類，オオヱツチ･･ ウバイ，

ツバイなどの巻貝類かあげられるが，深ji 域の有

用資源としては，ベニズワイガニが最も有望である。

尾形ぱか（1973 ）は「日本海に関する総 合研究」

の一環 として ，開 洋丸（2539 ト ン･，水産庁 ）によ

る掫海トロール調査を大和堆 ，北大和堆，新隠岐

堆，隠岐陸棚，能登半島沖合において組織的 に実

施し，各動物とも顕著な 広̈深度性I･（eｕｒｙbathy ）

の特徴を示すことを認め，さらに深・底麪水 と群

集構造との対応から ，西村のいう第 ３タラパ群集

に検討を加え ，深 ・底層 郎 群集 を水深500 ～800

m 域にコｙニ ャクウオ優占群戔 とセッパリカ ジカ

優占群集.  800m 以 深域には ベニ ズワイガニ優 占

群集を識別した。しかしながら，東北日本海の深・

底屬部群集に関するこ れまで の調査は少 なく ，最

上トラフ埴 の動物群集については，ほ とんど知 ら

れていない。 今回初 めて潜航調査か行 われた最上

ト ラフＢ海域 は，鳥海礁を中心 とする底 曳網漁業

とパイ篭泗l業 。それに ベニズワイ篭漁策 の一部 が

行われているが，縮織的 な調査はなく ，山形県 水

産試験場（1973 ；1981 ）のベニ ズワイ ，エゾバイ

順の未利用資源開発調査など断片的 な資料があ る

に すぎない。

今回は同 一 時期に 潜航 調査 され た鳥侮礁東 端

（Ｂ－１），鳥海迎南酉の小海丘(B-3) 【松沢・

賻本，】987）と対照して ，最上トラフ平坦部（Ｂ －

２）において潜水調査船「 しんかい匐00 」により

潜水 し，表在 性底生 動物 の群 集組成 及び 分布j11

の推定を行う とと もに，底質 ，マ クロ ベ ント ス

（inrａｕｎａ），栄養塩類の測定 分析，さらに餌袋 を

明いた有用底 生動物の誘集実験によ る自然行 動観

察を実施し たので ，その概要を報告 する。

本文に 入るに 先立ち 。「 しん かい2000 」に よる

剔il図 査の機会を与えられた晦洋科学技術 センター

カ皆様及びljl形県水産 課の皆様に厚 くお礼申 し上

:ずま す｡

４2

潜水調査船「しんかい20｛｝0」の山田章夫司令，

パイロットの井田正比古 ，内田徹夫の各氏，また

母船「なつしま」の浜中利夫船長をはじめ乗組員

の方々には本当にお世話になりました。山形県水

産試験場の大井明彦研究員には同時に母船「なつ

しま」に乗船して支援していただくとともに採泥

物の分析をしていただき。また，同場の笠原裕研

究貝には深海底で採水した海水の栄養塩分析をし

ていただきましたことに対して心から感謝いたし

ます。

2. 材料と方法

山形県酒田市西南西約70 ㎞に位置する最上トラ

フ内の38°40.0' N, 133 °50.0'Eの平坦部（Ｂ－２

海ｉ ）を調査対象海域とした（図 １）。

最上トラフは佐渡北方の諸堆列と東北日本海沿

岸大陸棚とに挾まれた海盆であり，佐渡から鳥海

礁にかけての海盆底は水深600～800  mで ，陸地

側に浅く反対側に深い。潜航地点は水深785m の

ほぽ平坦な海盆底である。

「しんかい2000」で潜水調査を実施したのは，

図1　11a h l･ ラフと潜水地点<  B - 2 JB丸｝

PiK. I　Diving SilC （８ ・ 2 1 1E1 the Mogami

Trりfi≫Kh
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1986 年９月24日で，第247回潜航に当る。 潜水時

問は11･寺03分から16時03分までの５時間 。海底で

の観察時間は11時44分から15時33 分までの約４時

間であった。

調査内容は表在性底生動物の分布密度の測定と

餌による有用底生動物の綉集実験及び「しんかい

2000」の多速式採水器，電動グラブ式採泥器（網

谷ほか，1985）による水質と底賀の分析から或る。

底生動物の分布密度を測定するため潜水調査船

装備の船外カラーＴＶカメラを真下に向けVCR

録画し，このカメラが海底から約1.8m の高度を

保つようにして約0.4 ノットの速度で一定時開航

走した。また，ステレ オカメラによる撮影を併用

して桶の査定のための資料とした。航走は最初の

30分間（370m 航走）のほか，10分間程度を３回

行った（図２）。

ベニズワイガニの餌綉集実験は結果として４個

所において実施した。

背びらきにした生鮮なマサパ（約30cn大）17尾

を約 】㎡の綱でっくった餌袋に入れ（袋には切れ

目をつくってマサバを振り出せるようにした），

潜水調査船の羞底後，マニビ。レーダーを用いて

バスケットから船の前方に静置し。観察に供した。

観察中に目視のほかに船外カラーＴＶと船内カラー

ビデオ，カラースチルカメラによる撮影記録をとっ

た。海底上の栄養塩濃度を知るために，図２の阨

１～ ４の４地点において潜水調査の停止時に多違

式採水器により近底駟水を２本ずつ２ｆ採水し，

母船「なつしま」に帰遍後，サンプ ル戡に入れて

冷蔵し，後日。山形県水産試験場において，ＰＯ,－

Ｐ，NO, 一Ｎ， ＮＨ･－Ｎの分析に供した。

採泥は水深785m の離底点にお いて電 動グラブ

式採泥器（採泥量:20 ×20×1vcl）を用いて１回

実施し，得られたサン･プルは船上で粒度分折用に

一部とり，残りはホルマリン固定して後日，ｌ・

目の篩にかけてマクロベントスを調査した。

３． 結果と考察

3.1　 海底の環境

着底してから離底するまでの航跡は図２に示す

とおりで，航走距離は約0,7kmである。この問の

洵底面は平坦で起 伏に乏しく ，ほぽ785m の深海

底には 。巻艮のエゾバイ類の長い這い跡。トゲザ

図２　 「しんかい2 口00 」第24? 潜 航航跡図

猖丸は叫誘集実験地点、Sa l ヽ 4 は 採水地点、

矢印は 採泥地点 、扁印は ト ランスボンダーの位

置を示す。

Fif?- 2　Diving track olOhe ｓｅａ ｂｏｌｌｏｍ ｏｆ

”SHtNKAl 2000 ’ Dive 247.

Time,  water  depth and sampling ｓｌａｌｉｏｎ

are also shown. Black circles are the

ｓtａｌｉｏｎｓ where the experiment using the

bailｓ ｗaｓ ｅｍｐｌａyed. 歐11ヽ4 indicate

the walur samp 】injj stations. Arrow

ｓ110ｗｓ the sediment ｓａ躙pling station.

Star is the position 0r transponder.

コエビの短かい潜泥跡，ベニズワイガニの脚跡，

さらに勦物がっくった大小の巣孔などが不規則に

耿在して幾可学的模様がとだえることなく絖いて

おり，水温約0.3 ℃，塩 分約34.10 ‰，の低温，

匹鹸な 日゙本海固有冷水’垓のほぽ一様な環嶝と

みられる。

豹底畴の泥の舞い上げによるほかは梅底視程４

ｍと良好で観察は容易であった。

海底の流れは極めて弱くわずかであり，南から

1ヒヘ流れている。海底は広く泥質堆勧物で裂われ

ているか，躓亂卻こおける採泥物の粒度組成は直

匯63μｍ以下の泥分が97.1％｡63 ～500 μｍの砂

９が2.9 ％でありた。

岩淵（1968 ）によると，潜航点から約20㎞崗の

鹽上トラフ内の38 °29'N. 138 °45' E, 水 深700

nl地点における札状採泥試料（227cl ）は0 ～60
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表１　 最上トラフ（Ｂ －２）近底層水の栄養塩

Ｔａｂｌｅ ｌ　Nutrients in the bottom layer ｗater ｏｆ the Ｍｏｇａｍｉ trｏｕgh.

保 水 層
水 温

℃

塩 分
‰

NC丶－Ｎ

μ元at/怎

ＮＨ．－Ｐ

μ元aレ乞

P0. －P

μ?at/Z

１

２

３

４

７８４℡

７８５

７８５

７８５

0.28

0.28

0X9

028

34」3

和.08

3409

徊08

１５．２８

１２８１

１３３８

１１９４

ｊ５２

３７３

－

］ｊ８

1.26

1.46

1 心

１５５

１ヶの小穴を含めて行われたが後日の分折ではI

lｔ目以卜のマクロベントスは全く得られなかった。

海底にみられるベントスの示す大小の穴や這い

跡，潜泥跡をみると。底泥の表層は絶え ずかきま

わされ，いわゆる生物攪拌作用（biotｌrbatｉｏｎ）

が行われているものと考え られる。

３．２　出現した動物相

潜航調査中に視認された大型の表在徃底生動物

は，表２に示すとおりである。

魚類５種，ヒトデ類４稲 ，ウ ミシダ類１種，甲

般頚４種，頭足類３種，腹足類５種，多毛穎１極，

イソギンチャク類２種の25種で，大和堆，富山 湾

及び最上トラフ内の鳥洵礁にみられるナマコ類や

クモヒトデ類がみられないのが特徴といえる。

これらのメガロエピ’゙ントスのほかに「しんか

い2000」の投光器により，略黒の世界から明るく

うつし出された海底上には，観察窓を適して ，活

発に泳ぎまわる小動物がいくつかみられた。白色

のやや大型のヨコエビGammaridea はサ･ 肉゙片を

食う。 ヤムシ頬Sagitta は投光下に 群がり，

Parathemisto  jt叩ｏ㎡ａｚがヤムシを食う場面もみ

られた。 その他， 小型の クラゲ，£叩hausla.

Copepoda などが遊泳していた。死んだ？･japonica

がゆっくりと落下して海底に横たわるのをみてい

たが。すぐに捕食されることはなかった。

３．３　分布温と群集組成

本海面で袒認された底生偸物のうち量的に多い

のは3 ～jl 種である。魚類ではノロゲングが圧倒

的に多く，コンニャクウオ属。セッパ リカジカは

極めて少ない。
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cｌまではライトブラウン色で，Ｍｄφ＞８，含砂

串３％以下であった。表面の泥貿堆積物は割合と

緊っているようすが課泥器の操作の砌に感じられ

た。

なお底尼の有機物量の尺度の一つである強熱減

量（ＩＬ）は，8.6％と比較的高い値を示した。

次に，採水した試料を用いて，４点の底層水の

栄養塩頬を分析した結果を「しんかい20｛｝0」の

ＳＴＤによる水温，塩分（航走中の記録を用いた）

とともに表１に示す｡硝酸態窒素NOa
 
―Nは11.94

～15.28μg at／j ， アンモニア態窒素NH
≪-N は

凵8～3.37μg at／j， 燐酸態燐Ｐ０,－Ｐは1.26～

1.55μｇ ａt／1， であった｡これらの値は,沿岸部

に比へると著しく高い。例えば，酒田沿岸の漁場

環境調査（孫谷・笠原，1968）によれば，水深50

m までの浅海定点 の各層調査をみても深くなるほ

ど低い値を示し. 1986年９月の50m 眉と比較する

と最上トラフ底層水はNO,-N で66.8倍,ＮＨ､－Ｎ

で3.7倍，P0, －Pで20.5倍ほど高いことになる。

また. 1983 年７月に「しんかい2000」を用いて富

山湾小木沖，水深500～586m の大陸棚斜面の海底

で側定された水質分析結果（石||!水試，IS4 ）と

比較すると， 最上トラフはＮ０３－Ｎでは0.5倍，

nh ≪-n で1.8倍，ＰＯ.－Ｐで同程度である。 これ

まで深海底直上の栄養塩の測定データは少なく，

今後も機会ある毎に測定することか望まれる。

日本海の深・底層水の溶存酸素量は太平洋に比

べてはるかに大きく, 1000m 付近の酸繁極小罰で

も5. lcc/ j を示しており ，最上トラフ底面にお

いても十分な罍の溶存巌素が存在しているとみら

れる。

離底点における採泥は，勳物の巣孔と思われる

刹

水温，塩分は「しんかい2000 」のＳＴＤによる測定（航走中）



表２　最上トラフ平坦部（－785m ）において視認された裏在性底生動物

Table ２ List of mega)  o-epi benthos in the ｍｕddy flat bottom ｏｆ

the Ｍｏｇａｍｉ trough-
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Atlolepis  hollattdi Jordan et Hubbs: ノロゲング

Petroschmrdtia toyamensis Katayama: ア ゴゲング

£ycodes  tanakae Jordan ｅt Ｔｈｏｍｐsｏｎ: タナカ ゲング

Malacocottus がbber Ｓａｋａｍｏtｏ:セッパ リカ ジカ

Careproctus sp.: コ ンニ ャクウオ属

Cro&aster  pappostis (Linne):フサトゲエチ リン･t=トデ

ａｅａｄａｒcliasXej･jMrｌ加 Ｄtiχｅｎ et Koren: アカモ ミジ

Ctenodiscus  crispatus (Reteius): スナイトマ キ

Henricia  oksh･･ｍａｉ( Ｈａyａshi):オオシマヒメヒトデ

gｄ･･ometra がac･･'alis (Leach): ヒゲウミシダ

(池恥ｎｏｅｃｅ鈿s衂ｱ０１１１ｃａs Rathbun: べぷズワ４

£回 血･s l･･･unguis (Rathbun): ハサ ミモエピ

Argi･is dentata Rathbun: ト ゲザコエピ

Pagrus sp.: ヤドカ りの一種

Beｒｒｙ朏丿this ma.がsleりBerr ｙ):ドスイカ

Gortat叩sls sp.: タコ４ 力の一種

unidentified octopus: タコの一種

j3&j4!cinum tenui&imum Kuroda:オオヱツチ。ウバイ

B. tsubai Kuroda: ツパイ

B. bayani Jousseauine?:カガバイ

Nepiunea ｃＱｊ･sl･icta (Dall):チヂミェソボラ

unidentified gaslropod: ニクイロツムバイ？

unidentified sp， white worm

£iponema･71ｕ/1たＱrが's (Verrill):ダーリアイソギンチャク

unidentified large white sea anemone



表３　視綛された底生動物の分布密度

(個体数/1(X)O㎡:30分航走)

Table 3　Population densities of observed

mega)o-epibenthos. (individuals/

1000㎡;30 minutes cｒｕisｉｎｇ)

表４ 「しんかい2100 」に より直接観察された

群災と底曳網による群災の比較

（森下のCj 指 数）

Table.  4　Similarities of the sample of

ｍｅｇａｌｏ･epibenthos by ’ SHINKAI 2000 ”

t0 ihe trawling experiments in ｌｈｅ

Mogami ｌrｏｕgh（ Ｍｏｒiｓhitａ’ CXindeｘ）

口38'36'N, 】38* 50' E, 790～795m(73 分曳).

1969. 3. 2

2)38 ‘40.5'Ｎ，138'53,0'Ｅ.760～810m(66

分曳) . 1969. 3. 2

3)  38 °40.0'Ｎ.138'50.0jE，785m(30 分航走

観察)，1986.9.24

ヒトデ頬では，フサトゲニチリンヒトデ以外は

わずかである。ウミシダも少ない。表３に30分航

走時に視認された底生動物の分布密度を示した。
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この深海群集の優占種はノロゲンケ，フ サトゲエ

チリンヒトデ，ハサミモエピであり, 1000 ㎡当り

個体数はそれぞれ162.2／1000㎡，83.7／1000㎡，

64.8／1000㎡であった。松沢・橋本（1987）は最

上トラフ内小海丘（Ｂ－３）ではノロゲングの密

度が低く，本海面とは地形的な要素の違いが原因

とみている。

Ｂ－３海面は水深780～540  mまで の緩斜面 の

絞く泥底で ハサミモエピは170／1000 ㎡と2.6 倍

多いが，フサトゲエチリンヒトデは多くない。Ｂ－

３梅面のＶＴＲから700m 台の底冷動物をみると，

ナマコ類とウミシダ頬とハサミモヱピが圧倒的 に

多 く，トゲザコエビは多 くない（トゲザコエピの

視認数については禺賈aが残されているようである）。

本海面では，日本海の深海有用生物であるベニ

ズワイガニ，トゲザコエビ，エソパエ類の分布密

度は低く，それぞれ2.7／1000 ㎡，8.1／1000 ㎡，

5.4／1000㎡と推定される。

しかしながら，大部分が軟泥中に潜んで生息し

ていると考えられるエゾバイ類とトゲザコエピの

現存量は視認された量より多いはずであり，これ

らの動物については直接観察によっても定量的に

正確に把握することはできない。

このことについては既に富山水試（1984 ），橋

本・堀田（1985 ）も触れているところである。

ところで，これらのメガロエピベントスをーつ

の群集体とみて群集組成をみると，表３に も示さ

れるように単純な群集であり，多様度も低いこと

がわかる（森下の多様度指数=･0.288) 。日本海の

他の海域の同一水深帯にみられる優占種のコンニャ

クウオ属やセッパリカジカが極めて少ない群集で

あるといえよう。

次に，卜ロ－ル漁獲物による群集組成と比較し

てみたい･ 科学技術庁研究調整局（1970 ）の中に，

斬潟県水産試験場の越路丸による底曳網試験操業

記録があり，最上トラフＢ－２に近いＫ－７と

Ｋ　８における採集紀録と比較することができる。

「しんかい2000.1による30分航走時に観察窓か

ら視認された21 種201個体の動物驛とサンプ ルの

大きさは異なるか，便宜上。森下の群集類似度指

数Ca を計算すると，表４の如くなる。

これより，トロール同志<K  - 7 とＫ－８）の

類似度は極めて高いが，両者とも「しんかい2000」

JAMSTECTR OEEPSEA RESEARCH　･19 ｓｓ･



に より 視 認 さ れ た群 集 と は 類似 度 は かな り 低 くな

る こと が 分 か る 。 いず れ も単 純 な 群 集で あ る こと

に は 変 り は ない が ，大 き な違 い は ，直接 観 察 によ

る もの は ノ ロ ゲ ング を 優 占 種 （38 ％ ） と して, 二

チ リ ンヒ ト デ （20 ％ ）， ／ヽ サ ミ モエ ピ （16 ％ ）の

多 い 群集 組 成 であ るのに 対 して ，ト ロ ー ルに よる

ものは トゲザコエ ピを侵 占秡 （42 ～44 ％ ） として ，

ノ ロゲ ング ， イソ ギン チ ャ ク ，ベ ニ ズワ イガ ニ 。

ハ サミ モ ヱ ピが11 ～12 ％ と 多 い群 隻 組 成を 示 すこ

と であ る 。

このことは，トゲザコエビの数に大きく彫響さ

れ てい る ことが原因 とみてよ いだ ろ う。 す な わち ，

潜泥性の高い本種が視認されにくいことが直接観

察によ る群 集組成 を変え て しま うといえ る 。 トロ ー

ルの 場 合に は ，ト ゲ ザコ ヱピ はお そ らく曳 網 に よ

る 刺戟 によ っ て軟 泥 か ら眺 び だ して 入 網す る ので

あ ろ う。

松 沢 ・橋 本 （1987 ） も 述 ぺ てい る よ うに 調 査 手

法 の特 性 が 異 な る た め ，デ ー タの相 互 補完 を 行 う

必 要 が あ る だ ろ う。

次 い で 富 山 湾 Ｅ 海 面7｛｝7～838m に お け る 調 査

（橋 本 ・ 堀田 ，1985 ） と 主要 極 の分 布 密 度を 比 較

して み る と ，ノ ロ ゲ ング で2.3 倍 。 ト ゲ ザ コ ヱ ピ

で2.2 倍 と 本 海 面 が多 く 。一 方 ， ベニ ズ ワ イ ガ ニ

で は 富 山 湾 Ｅ 梅 面 か2.8 倍 と 多 くな る 。

ま た 。 本海 面 の/ ヽサ ミ モ エ ピｇ－£us biunguis

と 富111湾 の イパ ラモエ ピ属 の一種 £ｘ砧elｘs u/iafas-

kensis は ほ ぽ同密度 であ り ，モエ ピ類Hippolytidae

を 代 衷 し てい る こと か ら 。生 態 的同 位 種 の関 係 に

あ る と思 われ るが，厳密 な種 の査定 が必要 であろ う。

ちな み に,  1987 年 ２ 月 ６日 に 最 上 ト ラフ の鳥 海

礁 西 方 ，38 ° 55″ ， 138 ° 54’ E， 水 深730m の 地

点 に お い て山 形 県 水 試 の最 上 丸(136.49 ト ン ） に

よ る 底 曳網 操業 に よ っ て エピ 頬を 採集 した結果 は，

E.biu 昭 ｕ£sを583 個 体.  Argi ・dentata を195

個 体 漁獲 し た が,  L.unalaskensis は 得 ら れな か っ

た （佐 藤 ・ 大 井 ，1988 ）。 し か し ，本 種 は1983 年

11 月30［ ］に鎌礁北 方（39 °｛｝8‘ Ｎ ， 1旆 ゜40.（y Ｅ ）の

水深600～650mで数尾採集されたことがある。

本稙 は £｡biungu £sよ り も大 型 で あ る 。

３．４　 ベ ニ ズワ イガ ニ の 餌 誘 集 実 験

前述のよ うに 。ベニ ズワ イガニは「 しんかい20001

､JAMST6CTR D6EPSEA RESEARCH　｡| 叫蛔･

の全航走中に18尾が視認されたに過ぎず，極めて

分布密度の低い海域であった。実験は４ケ所で

137分間行ったが，無作為に梅底に置いた餌袋に

誘集されたガニは最初の１尾だけで，あとは時間

的制約があるためガニを発見してから近くに餌を

置いてガニの行動をみるという形になった。以下

にその概要を述べる。

最初の実験は，30分航走後の12時36分から13時

22分までの46分問行うた。餌袋を設置してから10

分後にハサミモエピが１尾来た。23分後に突然，

Ｉ尾のベニズワイガニ♀が餌袋にとりついた。こ

の時の接近は非常に早く，濡下からやって来た。

流れは極めて弱いから，餌のにおいの拡做速度

も非常に遅いと戀われるので，かなり遠方からやっ

て来たと推測される。36分後，餌袋を上げるため

にマニピュレーターを作動させると。その音で，

ガニは一瞬逃げる。齟袋をとり除いても近くをしき

りに探しまわるＭx子から，音と臭いに敏感である。

伊蘯（1985 ）は，岔山湾でベニズワイザニの餌

綉猥実験を初めて行い，19尾の雄成体ガニが凛ま

るのを観察したが，餌を置いてから最初のガニが

出現するまでの所要時間は２～４分間，おそくと

も９分間と述べている。今回は23分間もかかって

おり。やはりベニズワイガニの分布宙度の相違に

よるものであろう。

第２地点では，♀経産ガニと思われるＬ２，４，

Ｒ４歩脚の欠脚しているベニズワイガニを発見し

て近くに停止した。経産ガニは，もはや脱皮しな

いので欠脚は再生しない。餌袋をつり下す際のマ

ニピュレーターの音で，前回同様すばやく逃げる

のが観察された。このガニは，ライトを消しても，

つけても光には反応せずに全く動かず，２ｍ位の

距莚をおいて佃袋にはやって来なかった。ところ

が，５分後に小さなノロゲングがゆ･つくりと近寄

り，このガニの立てた脚の下に入ると，一瞬，捕

えようとすばやくハサミと歩脚を動かしたが，楠

えられず逃げられた。弱ったケｙゲ類ならば捕食

するように思われる（‘･死んだ魚’Iはみられなか。

たが）。

第３地点では。｜尾の小さな未成体ガニ（写真

２）をみっ けて，真上で叫袋を振って２尾のサパ

と付近に餌の小片を散らせたところ，小片の方を

食べることか多かった。設置後28分に別の同 サイ
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ズの未成体ガニが，ゆっくりと寄って来た。第３

地点で餌小片を食べたのは。ベニズワイガニのほ

かにニチリンヒトデ（餌をとりこんで丸くなる。

写真２）。小型のツパイ，ハサミモエピ，ヨコエ

ビの一種である。

第４地点は，離跖ａで，背甲と各脚の長節と腕

節の一部を出しただけで，泥に半ば埋まっている

大型の雄成体ガエ（甲輻13cl位 ）を発見して船を

停止した後，すぐ近くに餌袋を置いたが反応しな

いため接近してガニの体のすぐ左側に置いたとこ

ろ，約30秒後，ゆっくりと体を起こし，顎脚を振

動させ始め，さらに約3a秒後に摂餌にとりかかり

た。大きなハサミを使ってサバ肉をつまみ，ちぎっ

て摂食する橡子を観察できた（写真３）。このガ

ニのすぐ近くで電動グラブによる採泥を行ったか，

ガニは全く無関心で，ひたすら摂餌をつづけてい

た。ベニズワイガニの餌については，前出の伊藤

(1985) か述べているように絶対的な餌不足と思

われた。

3.5 主要種の行動に関する若干の観察

（ １） 魚類

ノロゲングは比較的分布密度が高かったが，はり

きりとした群れをつくることはなく，個々に底泥

直上を ゆるやかに遊泳する く写真１）。しかし，

底面に垂直に逆立ちしているノロゲングか２尾み

られた。一方，フゴゲング。タナカゲングは尾を

巻いて海底に静止する定座型といえる。

（２） 長尾類

ハサミモエピは群れをつくらず海底を歩行する

タイプであるか，瞬間的な後方への跳躍もみられ

る。大形のイソギンチャクの近くに多い傾向かあ

るが，光に対する反能は鈍い。一方，トゲザコエ

ピは表面に出ていることは少なく，常に泥に浅く

潜んでいる（ 写真 ４）。したがって，ほとんど 視

認することができないか，潛水船の投光に対して

反応し，約ｌｍ眺出してすぐまた潜る行動が観察

された。このため。実際の生息尾数を視認するこ

とは困難であり，現存傴とは異なる結果になるこ

とは前に述べたとおりである。トゲ ザコヱビの分

布と生物特性については伊東（1978 ）に詳しい。
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ｒ３） 腹足類（巻貝）

海底を這いまわり軟泥中に港るタイプで，ヱソ

“ イ科のどの蘊かを同定することは難しい。海底

上を迴っている状態は，白い水管を前方に突き出

して腹足をひろげて，極めてゆっくりと前進する

と，両側かややもり上り，中央部がなめらかな帯

状の這い跡力1辰く続く。表面の堆積物を食うほか，

魚肉など も食うのでパイかご網漁業が行われてい

る。分布について加藤（1979 ）に詳しい。

（４） ベニズワイガニ

観察例は少なかったが，未成体から成体まで成

長段階別にみることがで きた（写真 ２と３）。 光

に対しては反応しないが，音に対してはかなり鋭

く反応することがわかった。雄成体の行動につい

ては前述の伊藤（1985 ）の観察がある。ベニズワ

イガニの歩いた跡は鮮明に底泥上に残されている

（写真 ５の多毛頬の上方にみられる）。

（５） ド スイカ

日本海の中・深層水に豊富に存在するイカで

「しんかい2000」の咬光域にライトにひかれて来

遊した。海底に静止して体色を変化させたり（写

真６）,鰭をハタハタと羽のように動かしてゆ･つく

りと泳ぐのが観察された。餌袋には隰C をヽ示さず，

光に対する反応は非常に鋭敏である。離底後,「し

んかい2000 」の上昇中にも600m 付近でｌ尾観察

されている。
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夕 ）
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